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【 は じ め に 】  

当 施 設 で は 血 液 検 査 に お け る 溶 血 、 血 小 板

凝 集 、 凝 固 な ど の 要 因 に よ り 検 査 値 へ の 影 響

が 考 え ら れ た 場 合 に は 再 採 血 を 行 っ て い る 。

今 回 、 再 採 血 後 の 検 査 値 と 初 回 値 に つ い て 検

証 し た の で 報 告 す る 。  

【 対 象 と 方 法 】  

平 成 22 年 度 か ら 24 年 度 に か け て 当 施 設 で 採

血 を 行 っ た 707,457 名 の う ち 、 再 採 血 を 必 要 と

し た 313 名 （ 0.04 ％ ） を 対 象 と し 、 年 度 別 に

再 採 血 と な っ た 理 由 を ま と め 、 初 回 値 と 再 検

査 値 に つ い て 検 討 し た 。  



【 結  果 】  

再 採 血 理 由 の 内 訳 は 、 溶 血 に よ る 影 響 で

AST 、 LD 、 K そ れ ぞ れ が 高 値 と な っ た 170

名 、 溶 血 以 外 の K 高 値 9 名 、 血 小 板 凝 集 101

名 、 凝 固 29 名 、 そ の 他 17 名 （ 検 査 項 目 漏 れ 、

検 体 量 不 足 等 ） で あ っ た 。 年 度 別 で は 、 平 成

23 年 度 か ら は 溶 血 、 平 成 24 年 度 で は 血 小 板 凝

集 に よ る 要 因 が 増 加 し て い た 。  

溶 血 の 程 度 を 示 す 溶 血 指 数 の 平 均 は 、 初 回

値 25.4 か ら 再 検 査 値 2.0 へ と 溶 血 回 避 が 図 ら

れ 、 測 定 値 は す べ て 基 準 範 囲 内 に 入 っ た 。 ま

た 、 溶 血 以 外 の K 高 値 例 で は 、 ク レ ン チ ン グ

の 影 響 を 回 避 す る こ と で 再 検 査 値 が 5.5 → 4.2 

mEq/ℓ 、 5.8 → 4.3 mEq/ℓ 、 5.4 → 4.4 mEq/ℓ 、 5.5 → 4.4 

mEq/ℓ 、 5.5 → 5.1 mEq/ℓ 、 6.5 → 5.0 mEq/ℓ 、 5.0 → 4.6 mEq/ℓ

と 基 準 範 囲 内 に 収 ま っ た 。 血 小 板 凝 集 に よ る

再 採 血 で は 、 ヘ パ リ ン ・ テ オ フ ィ リ ン 管 を 併

用 す る こ と に よ り 凝 集 が 回 避 さ れ 基 準 範 囲 内

の 値 に な っ た 。  

【 考  察 】  



溶 血 、 K 高 値 、 凝 固 に よ る 再 検 査 時 に は 、

全 例 で 再 検 査 値 を 採 用 し た 。 そ の 背 景 に は 、

受 診 者 自 身 の 疾 病 に 起 因 し た も の は な く 、 採

血 手 技 や 検 体 取 り 扱 い の 不 備 が 原 因 と し て 考

え ら れ た こ と が 挙 げ ら れ る 。  

血 小 板 凝 集 の 理 由 と し て は 、 EDTA 依 存 性 偽

性 血 小 板 減 少 症 と 採 血 手 技 が 考 え ら れ た 。 前

者 で は 、 過 去 歴 を 蓄 積 し 、 受 診 者 情 報 を 把 握

し て 受 診 録 へ の 情 報 印 字 、 リ ス ト 作 成 と い っ

た 体 制 を 明 確 に し 、 関 係 部 署 で 情 報 を 共 有

し 、 受 診 者 負 担 の 軽 減 を 図 る 必 要 が あ る と 考

え ら れ た 。  

そ の 他 の 検 査 項 目 漏 れ や 検 体 量 の 不 足 と い

う よ う な 事 例 で は 、 ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー が 主 な

理 由 と し て 挙 げ ら れ 、 そ れ ら 防 止 の た め に は

確 認 作 業 の 徹 底 を 健 診 ス タ ッ フ 全 員 に 周 知 す

る こ と が 重 要 で あ る と 思 わ れ た 。  

【 ま と め 】  

今 回 、 再 検 査 事 例 を 検 証 し た 結 果 、 正 し い

検 査 値 を 報 告 す る た め に は 、 再 採 血 に よ る 検



査 が 必 要 で あ っ た 。 し か し 、 再 採 血 は 受 診 者

に 負 担 を 強 い る こ と と な り 、 さ ら に 検 査 業 務

に 対 す る 不 信 感 を 伴 う こ と に も な り か ね な

い 。 そ の 為 、 採 血 従 事 者 は 受 診 者 へ の イ ン フ

ォ ー ム ド コ ン セ ン ト を し っ か り 行 な う と 共

に 、 採 血 手 技 や 採 血 管 の 取 り 扱 い に よ る 検 査

値 へ の 影 響 を 理 解 す る こ と が 重 要 と 考 え ら れ

た 。 今 後 、 こ れ ら を 念 頭 に 置 き 再 検 査 を 減 ら

す 努 力 を 重 ね て 行 き た い 。  


